
 
 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

① 協議会の設立経緯 
当協議会は、平成 23 年度にそれまで耕作放棄地の解消への取組や農業支援を

行ってきた複数の協議会が整理統合により改編された組織です。現在では、耕作放
棄地の解消に向けた取組支援や、農業者への経営所得安定対策事務の支援等を
行っています。 

 

 ② これまでの取組状況 
     当協議会では、国の再生利用緊急対策交付金を活用することにより、平成 23 年

度から平成 28年度までで、合計 954ａの耕作放棄地を解消・再生しました。再生され

た農地においては、主にそば、牧草、デントコーン等が作付けされています。 

 

基調講演では、 

④ 今後の抱負・活動展開予定 
     最近、再生困難な荒廃農地については、国の方針としても非農地化を認める方向

に変化しています。今後は、町農業委員会と協力して荒廃農地の取扱いを検討し、荒

廃農地（耕作放棄地）問題の解決を目指していきたいと思います。 

 

③ 特徴的な取組 
    町内の畜産農家が、耕作放棄地再生利用緊急対策の取組主体となり、畜産（繁殖

牛）経営における牧草の自己生産を目的として、自己所有農地の隣接地や基盤整

備済の近隣の農地で荒廃が進んでいる農地を解消するため、再生作業を行ってい

ます。このことにより、畜産経営に必要な牧草の供給が、より安定したものになって

います。 

事業施行前 

事業施行後（デントコーン） 

基調講演では、 

平成２９年度事業（耕作放棄地再生利用緊急対策及び農業委員会の農地

パトロール随行）実施状況についてお知らせします。 

 平成 29年度の事業の実施状況 

農地パトロールは、市

町村担当者と複数の農業

委員が現地（農地）に出向 

いて利用状況を調査し、

荒廃の程度によってＡ分類、Ｂ分

類の区分を行うものです。喜多方

市では昨年作成した荒廃農地リ

ストと、航空写真と地番が表示さ

れるタブレットを 

活用し、1筆ごと 

に確認を行いま 

した。 

福島県における耕作放棄地再生利用緊

急対策事業の平成 29 年 12 月 15 日現在

の実施状況（交付決定額）は以下のとおり

です。 

【一般型】 

 交付決定額（国費）20,935千円   

    解消面積      17.9 ha 

【被災者支援型】 

    交付決定額（国費）8,820千円 

    解消面積      5.9 ha 

 現在、県内では醸造用ぶどうの実証事業

や酪農経営のための牧草栽培等が進めら

れています。 

 なお、来年度に向けての再生利用計画

は、来年の3月末（本年度中）までに策定す

る必要があります。 

農地パトロールの状況 
（喜多方市） 

（二本松市での実証ほ） 

（福島市での再生作業） 



今
後
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
展
望
に
つ
い
て 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・ 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
、
い
わ
き
市
内
で
は
六
十
箇
所
、
六
千
本
の
オ
リ
ー
ブ
の
木
が
育

っ
て
い
ま
す
。
農
業
は
、
農
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
自
然
環
境
保
全
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。 

耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、
農
業
の
衰
退
、
ひ
い
て
は
文
化
の
衰
退
に
も

繫
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
農

業
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
を
担
う
住
民
全
体
の
意
識
の
変
化
が
必
要
と

考
え
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

当
社
は
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
加
工
販
売
を
通
し

て
、
「
環
境
と
調
和
し
た
農
業
」
、
「
産
業
と
し
て
の
農
業
」
、
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
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今年もあっという間に師走になってしまったような気がします。耕作放棄地再生利用緊急

対策も残りあと 1 年余りとなり、最終年度に向けて何かとお忙しいことと思います。当協議会も

国の指導により、来年度末で解散する予定ですが、それまでの間は、いろいろな情報発信に

努めていきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n o s o n s h i n k o @ p r e f . f u k u s h i m a . l g . j p までご連絡ください。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎ 県及び県協議会では、荒廃農地の解消を促進するため、来年 1月１１日の午後 1時から県農業総合 

センター（郡山市）において、荒廃農地解消促進セミナーを開催いたします。 

本県や他県における荒廃農地等に関する取組事例等の発表が行われますので、関心のある方は、

是非ご参加ください。 

◎ 国の耕作放棄地再生利用緊急対策が平成 30年度で終了します。原則、事業実施に向けた再生利用 

計画は、来年 3 月末日までに県協議会に提出する必要がありますので、事業実施を検討されている

方は、速やかに各市町村の地域耕作放棄地対策協議会にお問い合わせください。 

にインタビューしました!! 
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耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の

北
限
を
越
え
た
い
わ
き
市
で
栽
培
を
模
索
し
て
い
た
頃
、
い
わ
き
市
に

は
耕
作
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
樹
園
地
が
二
百
四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ

る
こ
と
を
知
り
、
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用
に
オ
リ
ー
ブ
の

栽
培
が
有
効
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
消
に
あ
た
っ
て
は
、
私
が
代
表
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
き

オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
平
成
二
十
二
年
に
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
、
耕
作
放
棄
地
二
十
五
ア
ー
ル
に
オ
リ

ー
ブ
を
植
栽
し
ま
し
た
。 

 

 

オ
リ
ー
ブ
栽
培
・
加
工
の
現
況
に
つ
い
て 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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平
成
二
十
七
年
に
は
、
栽
培
さ
れ
た
オ
リ
ー
ブ
の
試
験
搾
油
に
成
功

し
、
い
わ
き
市
で
も
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
に
は
、
搾
油
施
設
も
完
成
さ
せ
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
も
販
売
に
至
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
当
社
で
は
オ
リ
ー
ブ
の
葉
、
オ
リ
ー
ブ
の
実
な
ど
を
活
用
し
た

六
次
化
商
品
を
加
工
・
販
売
し
て
お
り
、
福
島
県
の
「
お
い
し
い
ふ
く
し
ま

大
賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
大
き
な
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

 

代表取締役 松﨑康弘さん 再生したオリーブ畑 


